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昭 和 館 特 別 企 画 展 の ご 案 内 

 

 

 

 

 

 

 

 このたび昭和館では、「希望を追いかけて ～フロリダ州立大学所蔵写真展～」と 

題して、特別企画展を開催することとなりました。 

オリバー･Ｌ･オースティン Jr.（Oliver L.Austin,Jr.1903-1988）は、戦後 

まもない昭和 21年(1946)から 25年 2月まで日本に滞在した鳥類学者です。彼が日本で

撮影した写真は鳥類学者としての記録だけでなく、各地の都市や農村のくらし、そこに

生きる人々の姿を写し出しています。本展ではフロリダ州立大学所蔵のオースティン 

コレクションから厳選した 70点の写真と、関連の深い実物資料をあわせて紹介します。 

 
記 

 

【 主  催 】 昭和館 

【 協  力 】 
フロリダ州立大学 Copyright of Photography: Dr. Annika A. Culver, 
Curator of the Oliver L. Austin Photographic Collection. 

【 後  援 】 外務省・千代田区・千代田区教育委員会 

【 会  期 】 平成 30 年 3 月 10 日（土）～5 月 6 日（日） 

【 会  場 】 昭和館 3 階 特別企画展会場 

【 入 場 料 】 特別企画展は無料（常設展示室は高校生以上有料） 

【 開 館 時 間 】 10：00～17：30 

【 休 館 日 】 毎週月曜日(4 月 30 日(月)は開館、5 月 1 日(火)は休館) 

【 イ ベ ン ト 】 
①昭和の体験イベント（紙芝居、ちんどん屋の実演など） 
3 月 24 日(土)･25 日（日）・31 日（土）・4 月 1 日（日）11:00～15:30 
②展示解説 3 月 25 日（日）・4 月 21 日（土）14:00～(約 45 分) 

【 内 覧 会 】 平成 30 年 3 月 9 日（金） 15：00～17：00 

【 所 在 地 】 〒102-0074 東京都千代田区九段南 1-6-1 

【問い合わせ】 学芸部 田中･財満まで TEL 03-3222-2577  FAX 03-3222-2575 

【交通(電車)】 
地下鉄【九段下駅】から徒歩 1 分(東西線・半蔵門線・都営新宿線 
出口 4) ＪＲ 【飯田橋駅】から徒歩約 10 分 

【 交 通 ( 車 ) 】 首都高速西神田ランプから約 1 分 

【ﾎｰﾑ･ﾍﾟｰｼﾞ】 http://www.showakan.go.jp 

【 そ の 他 】 有料駐車場有り（普通乗用車のみ・30 分 200 円） 

開 催 趣 旨 

希望を追いかけて 
～フロリダ州立大学所蔵写真展～ 

http://www.showakan.go.jp/
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Ⅰ オリバー・Ｌ・オースティン Jr.の活動 

オリバー・L・オースティン Jr.(Oliver L. Austin, Jr. 1903-1988)は NRS（天然資源局）の創設にともない、 

昭和 21 年（1946）9 月に来日しました。来日した直後から実地踏査に赴き、北海道から九州、伊豆諸島など、

日本全国を調査のために飛び回りました。鳥類の研究や保護に熱心に取り組む一方、自宅で餅つき大会

やクリスマスパーティを開催し、家族や友人の写真を多く残す一面もありました。オースティンのサインは鳥 

を模しており、彼の遊び心が窺えます。 

（１）オリバー・L・オースティン Jr.の経歴 

（２）鳥類学者としてのオリバー・L・オースティン Jr. 

オリバー・L・オースティン Jr.(Oliver L. Austin, Jr. 1903-1988)経歴 
アメリカ・ニューヨーク州タッカホー生まれ。ハーバード大学大学院にて鳥類学に関する論文で動物学の

博士号を取得した彼は、アメリカ海軍に勤務するかたわらで鳥類の研究を続けました。戦後は韓国での 
任務を経て、GHQ（連合国総司令部）の天然資源局(Natural Resources Section)野生動物課(Wildlife 
Branch)課長として日本に赴任し、野鳥の保護に力を尽します。 

展示構成 

  

オースティン家の庭での餅つき 
東京都渋谷区代々木大山町 

はく製のためのカモを持つオースティン 
昭和 22 年（1947）頃 

  

オースティンが乗っていたジープ 
東京都渋谷区代々木大山町 

オースティンのサイン 
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Ⅱ 人々のくらし 

全国各地で鳥類の調査をするかたわら、オースティンはその土地にくらす人々の様子を写真に収めまし

た。都市部の雑踏や、紙芝居に夢中になる子どもたち、お祭りの一日など撮影対象は多岐にわたっており、

カメラを向けられた人々の反応や表情も色々でした。 
オースティンが来日した昭和21年(1946)9月には、「生活保護法」が公布されたり、ＧＨＱ(連合国総司令

部)によって財閥解体の方針が出されたり、ＧＨＱが放出した小麦粉で作ったコッペパンが全国の児童に 
配給されたりしました。 
写真には、復興に向けて人々の日々のくらしが大きく変化していく様子が記録されています。 

（１）戦後まもない日々 

（２）子どものくらし 

（３）特別な一日 

 

  

鼻緒をすげ替える男性 
男性の足もとにある道具や材料から、鼻緒のすげ替え

も行っていたことが分かる。 

生活の再建に向けて 
レンガ造りの建物は旧ドイツ大使館（東京都麹町区永
田町 4 丁目）と思われる。 

 
 

ジープを追いかける子どもたち 

渡御
と ぎ ょ

祭
さ い

の「百物揃千人武者行列 
日光東照宮の渡御祭は、現在も 5 月半ば頃の例大祭の 

一環として行われている。「百物揃千人武者行列」では、鎧 

武者など 1200 人余りが御旅所へ向かう。 
栃木県日光市山内 

 昭和 22 年(1947)～24 年 
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Ⅲ 戦後の東京の街並み 

東京都の中心部、特に GHQ（連合国総司令部）に接収された建物が多く、通りの名前などは「ストリート」

や「アベニュー」と英語に変更されました。一方、人々のくらしには活気が戻ってきました。人々は、国民服

や防空服装を脱ぎ捨て、思い思いの華やかな服を着て街頭を闊歩しました。店頭には商品が豊かに並び

はじめます。中央区銀座にある和光銀座本館など、わずかながら当時の街並みの面影を見ることができます。 

（１）戦後のオフィス街 

（２）住宅街と商店街 

  

半蔵門付近の焼け跡からみた国会議事堂 
東京都千代田区隼町 

髙島屋日本橋店 
銀座通りには 400 以上の露店が立ち並んだ。

昭和 24 年(1949)8 月、GHQ から発せられた露店
整理の指令を受け、露店は徐々に姿を消してい
った。 

東京都中央区日本橋 

  

同潤会の青山アパート 
青山アパートは、関東大震災を受けて設立された 

財団法人同潤会によって昭和 2 年(1927)に竣工した。
3 階建て 10 棟からなる全 138 戸の集合住宅である。 
現在は表参道ヒルズになっている。 

東京都渋谷区神宮前 

交通整理の警察官 
 進駐して間もない昭和 20 年（1945）10 月頃、 
交通整理のため交差点に MP(Military Police)が 
立った。鮮やかな手信号を立ち止まって眺める者
も少なくなかったという。後に日本の警察官も補助 
として交通整理を行なった。 

昭和 24 年（1949）12 月 
東京都渋谷区道玄坂 
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（１）昭和の体験イベント 

紙芝居、ちんどん屋など昭和の遊び等を中心としたイベントを行う。 

期日：3月 24日（土）・25日（日）・31日（土）・4月 1日（日） 11：00～15：30 

場所：昭和館 2階ひろば 

 

※紙芝居は 3月 24日(土)、25日(日)、31日(土)、4月 1日(日) 

ちんどん屋の実演は 3月 31日（土）、4月 1日（日）に開催予定 

 

（２）展示解説 

担当者による、展示解説を行う。 

期日：3月 25日（日）・4月 21日（土）14：00～ （約 45分） 

場所：昭和館 3階特別企画展会場 ※予約不要 

 

 

 

   【問い合わせ先】 

担当：昭和館学芸部  田中･財満 

TEL：03-3222-2577 

 

※ 情報の掲載にあたっては、担当まで必ずご一報下さい。 

イベント 


